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４
．ラ
イ
バ
ル
同
人
誌
と「
読
書
北
海
道
」

月
刊
総
合
文
芸
誌
で
あ
っ
た「
北
方
文
芸
」の
登
場
に
よ
り
、道
内
の
多
く
の
地
域
で
文
学
同
人
誌
が
活
性
化
し
た
。こ
こ
で
は
特
に
、１
９
９
０
年
代
に

活
躍
し
た
20
の
主
立
っ
た
同
人
誌
を
紹
介
す
る
。「
読
書
北
海
道
」（
準
備
号
・
創
刊
号
で
は「
北
海
道
読
書
新
聞
」）は
道
内
の
文
学
シ
ー
ン
を
鋭
く
捉
え

た
月
刊
の
批
評
紙
で
、当
時
の
戦
闘
的
・
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
批
評
運
動
と
連
動
し
て
い
た
。

「北海道読書新聞」創刊号（北海道読書新聞社、1978年１月15日）

「読書北海道」第34号１面記事「北方文芸への迂遠なる接近」
（栗坪良樹）（北海道読書新聞社、1980年７月15日）

誌　

名

地
名

創
刊
年

備　
　

考

 
藍 

札
幌
１
９
９
０
年
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
発

 

異
徒 

札
幌
１
９
８
０
年
北
大
国
文
研
究
室
に
発
行
所
を
置

き
、
小
森
陽
一
、
中
澤
千
磨
夫
ら
若

き
研
究
者
・
批
評
家
の
集
ま
り

 

オ
リ
ザ 
札
幌
１
９
７
８
年
北
大
教
養
部
の
工
藤
正
廣
研
究
室
。

ロ
シ
ア
文
学
者
で
詩
人
で
翻
訳
、
小

説
も
書
く
工
藤
の
力
業
が
光
る

１
９
９
０
年
代
の
主
な
道
内
文
学
同
人
誌
20
選

「読書北海道」
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蟹（
か
に
）

札
幌
１
９
７
５
年
佐
藤
梅
子
、
森
谷
今
日
子
、
蒲
生
ゆ

か
り
ら

ぎ
よ

札
幌
１
９
８
４
年
北
大
文
芸
部
。
鳥
羽
耕
史
が
参
加

響
文

札
幌
１
９
８
４
年
高
橋
哲
雄
の
響
文
社
が
発
行

愚
神
群

旭
川
１
９
６
７
年
旭
川
で
三
好
文
夫
、高
野
斗
志
美
の
も

と
に
北
け
ん
じ
、石
川
郁
夫
ら
が
集
っ
た

三
月
派

札
幌
１
９
８
５
年
七
戸
恵
美
子
発
行
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
編
小

説
講
座
か
ら
出
立

晨

函
館
１
９
７
９
年
函
館
文
学
学
校
生
徒
ら
に
よ
る

創
人

登
別
１
９
８
３
年
発
行
人
は
北
村
厳
。
自
己
の
内
部
の

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
引
き
出
す

岳
樺

札
幌
１
９
８
７
年
発
行
所
は
八
文
字
屋
書
店

鉄
道
林

札
幌
１
９
７
３
年
「
国
鉄
北
海
道
文
学
」改
題
。
発
行
人

は
重
森
直
樹
。
旧
国
鉄
の
あ
ら
ゆ
る

文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
愛
好
者
を
糾
合

白
雲
木

札
幌
１
９
８
７
年
吉
井
よ
う
子
ら
女
性
3
人
で
構
成

表
現

函
館
１
９
５
７
年
安
東
璋
二
、
鷲
谷
峰
雄
ら
健
筆

開
か
れ
た
部

屋

札
幌
１
９
７
７
年
「
女
が
職
場
を
去
る
日
」の
沖
藤
典
子

が
参
加
。
女
性
の
立
場
で
書
く

北
聚

札
幌
１
９
８
８
年
評
論
の
書
き
手
養
成
に
力
注
ぐ

北
海
文
学

釧
路
１
９
５
２
年
鳥
居
省
三
が
主
宰
。
実
力
派
が
並
ぶ

未
明

室
蘭
１
９
８
４
年
発
行
人
は
光
城
健
悦
、
編
集
人
は
井

村
敦
。
発
行
人
・
光
城
健
悦
、
編
集

人
は
井
村
敦
。
こ
し
ば
き
こ
う
他

幽
幻

札
幌
１
９
７
９
年
廣
瀬
誠
が
中
軸
を
担
う
。
東
直
己
、

我
孫
子
晴
美
、
木
村
和
史
、
佐
藤
泰

志
ら
執
筆

黎

札
幌
１
９
７
６
年
い
の
う
え
ひ
ょ
う
の
指
導
力
で
、
同

人
誌
で
は
異
例
の
年
４
回
刊
行
。
熊

谷
政
江（
の
ち
藤
堂
志
津
子
）ら
多
彩

な
顔
ぶ
れ

かに
創PJ舌


